
 

 

＜一般タイプ＞ 
 【粉剤体系】 

 区分 薬剤名 使用時期 使用量等 対象病害虫･雑草 
成分

数 

病

害

虫

防

除 

種子 

消毒 
モミガードＣ水和剤 浸種前 

２００倍液 

（種子10kgに対
し水20ℓ、薬剤

100g） 

ばか苗病、もみ枯細菌病、褐条病、 

苗立枯細菌病、苗立枯病(トリコデルマ

菌、 

リゾープス菌、フザリウム菌)等 

２ 

苗箱 

施薬 

ルーチンアドスピノ 

箱粒剤 

播種時～ 

移植当日 
50g/箱 

いもち病、イネミズゾウムシ、 

イネドロオイムシ、ニカメイチュウ、 

フタオビコヤガ、ツマグロヨコバイ 
２ 

Dｒ.オリゼ 

フェルテラ粒剤 

緑化期～ 

移植当日 

本田 

防除 

ラブサイドキラップ 

粉剤ＤＬ 
穂揃期 ４kg/10a いもち病、カメムシ類、ウンカ類 ２ 

スタークル粉剤ＤＬ 傾穂期 ３kg/10a 
カメムシ類､ウンカ類､ 

ツマグロヨコバイ 
１ 

雑

草

防

除 

初期剤 マーシェット 

１キロ粒剤 

移植後３～５

日まで 
１kg/10a 

水田1年生雑草、マツバイ、 

ホタルイ、ミズガヤツリ 
１ 

一発 

処理剤 

エンペラー１キロ粒剤 

(エンペラージャンボ) 
初期剤散布

７～10日後 

１kg/10a 

(500g/10a) 

水田1年生雑草、マツバイ、ホタルイ、 

ミズガヤツリ、ウリカワ等 
３ 

合計 １１成分  

 

【液剤体系】 

 区分 薬剤名 使用時期 使用量等 対象病害虫･雑草 
成分

数 

病

害

虫

防

除 

種子 

消毒 
モミガードＣ水和剤 

浸種前 

 

２００倍液 

（種子10kgに対
し水20ℓ、薬剤

100g） 

ばか苗病、もみ枯細菌病、褐条病、 

苗立枯細菌病、苗立枯病(トリコデルマ

菌、 

リゾープス菌、フザリウム菌)等 

２ 

苗箱 

施薬 

ルーチンアドスピノ 

箱粒剤 
播種時～ 

移植当日 
50g/箱 

いもち病、イネミズゾウムシ、 

イネドロオイムシ、ニカメイチュウ、 

フタオビコヤガ、ツマグロヨコバイ 
２ 

Dｒ.オリゼ 

フェルテラ粒剤 

緑化期～ 

移植当日 

本田 

防除 

ラブサイドフロアブル 

キラップフロアブル 
穂揃期 

1,000倍液 

150ℓ/10a 
いもち病、カメムシ類、ウンカ類 ２ 

スタークル液剤10 傾穂期 
1,000倍液 

150ℓ/10a 

カメムシ類､ウンカ類､ 

ツマグロヨコバイ 
１ 

雑

草

防

除 

初期剤 
マーシェット 

１キロ粒剤 

移植後３～５

日まで 
１kg/10a 

水田1年生雑草、マツバイ、 

ホタルイ、ミズガヤツリ 
１ 

一発 

処理剤 

エンペラー１キロ粒剤 

(エンペラージャンボ) 
初期剤散布

７～10日後 

１kg/10a 

(500g/10a) 

水田1年生雑草、マツバイ、ホタルイ、 

ミズガヤツリ、ウリカワ等 
３ 

合計 １１成分  

 

 

 

 

 

＜省成分タイプ＞ 
【粉剤体系】 

 区分 薬剤名 使用時期 使用量等 対象病害虫･雑草 
成分

数 

病

害

虫

防

除 

種子 

消毒 

テクリードＣ 

フロアブル 
浸種前 

２００倍液 

（種子10kgに対
し水20ℓ、薬剤

100cc） 

もみ枯細菌病、苗立枯細菌病、褐条病、 

ばか苗病、いもち病、ごま葉枯病、苗立枯病 

(ﾘｿﾞー ﾌﾟｽ菌、ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌) 

１ 

苗箱 

施薬 
フェルテラ箱粒剤 

播種時～ 

移植当日 
50g/箱 

ニカメイチュウ、コブノメイガ、フタオビコヤガ、 

イネツトムシ、イネドロオイムシ、 

イネミズゾウムシ 
１ 

本田 

防除 

ラブサイドキラップ 

粉剤ＤＬ 
穂揃期 ４kg/10a いもち病、カメムシ類、ウンカ類 ２ 

スタークル粉剤ＤＬ 傾穂期 ３kg/10a 
カメムシ類､ウンカ類､ 

ツマグロヨコバイ 
１ 

雑

草

防

除 

初期剤 
マーシェット 

１キロ粒剤 

移植後３～５

日まで 
１kg/10a 

水田1年生雑草、マツバイ、 

ホタルイ、ミズガヤツリ 
１ 

一発 

処理剤 

エンペラー１キロ粒剤 

(エンペラージャンボ) 
初期剤散布

７～10日後 

１kg/10a 

(500g/10a) 

水田1年生雑草、マツバイ、ホタルイ、 

ミズガヤツリ、ウリカワ等 
３ 

合計 ９成分  

 

 

【液剤体系】 

 区分 薬剤名 使用時期 使用量等 対象病害虫･雑草 
成分

数 

病

害

虫

防

除 

種子 

消毒 

テクリードＣ 

フロアブル 
浸種前 

２００倍液 

（種子10kgに対
し水20ℓ、薬剤

100cc） 

もみ枯細菌病、苗立枯細菌病、褐条病、 

ばか苗病、いもち病、ごま葉枯病、苗立枯病 

(ﾘｿﾞー ﾌﾟｽ菌、ﾄﾘｺﾃﾞﾙﾏ菌) 

１ 

苗箱 

施薬 
フェルテラ箱粒剤 

播種時～ 

移植当日 
50g/箱 

ニカメイチュウ、コブノメイガ、フタオビコヤガ、 

イネツトムシ、イネドロオイムシ、 

イネミズゾウムシ 
１ 

本田 

防除 

ラブサイドフロアブル 

キラップフロアブル 
穂揃期 

1,000倍液 

150ℓ/10a 
いもち病、カメムシ類、ウンカ類 ２ 

スタークル液剤10 傾穂期 
1,000倍液 

150ℓ/10a 

カメムシ類､ウンカ類､ 

ツマグロヨコバイ 
１ 

雑

草

防

除 

初期剤 
マーシェット 

１キロ粒剤 

移植後３～５

日まで 
１kg/10a 

水田1年生雑草、マツバイ、 

ホタルイ、ミズガヤツリ 
１ 

一発 

処理剤 

エンペラー１キロ粒剤 

(エンペラージャンボ) 
初期剤散布

７～10日後 

１kg/10a 

(500g/10a) 

水田1年生雑草、マツバイ、ホタルイ、 

ミズガヤツリ、ウリカワ等 
３ 

合計 ９成分  

 

 

 

 

 

 

令和２年４月24日 

JAアルプス「富富富」ブランド化推進協議会 

病害虫・雑草防除体系例 化学合成農薬（殺虫殺菌剤及び除草剤）の成分使用回数は１２以内 

又は 

又は 

※残草が見られた場合は、草種に応じて後期除草剤を散布する。 

ノビエの場合：クリンチャー1キロ粒剤またはクリンチャーＥＷ(１成分)、広葉雑草（ホタルイ等）の場合：バサグラン粒剤またはバサグラン液剤（１成分）、ノビエ・広葉両方の場合：クリンチャーバスＭＥ液剤（２成分） 


